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Serratiaは一般的には BacteriumProdigiosum (霊菌)として知られている赤レ色素を
産生する非病原細菌であるo Zaogalactina imetropha，Monas prodigjosu等数種の異った
属名をもち，その代表種は Serratiamarcescensであるがこれも Baci11usruber，Serratia 
fuchsina等 10指にあまる synonymを有するO
本菌は蛋白質分解作用が強い事から腐敗細菌に数えられているが，食品の腐敗細菌としては
さして深く研究されているわけではなし、。併しこの菌がまだ細菌学が存在しなかった時代に既
に腐敗細菌として，食品から発見されたと云う歴史的な事実から腐敗細菌学にとって欠くこと
のできない細菌であるO それは 1818年の事で、あった。伊太利のある片田舎に“ Polenta"と
云うこの地方で食べる玉萄黍の粉で作った雑炊が一夜のうちに真赤な血の色に変ってしまった
と云う事件が起った。大騒ぎになって Paduaの町から学者が調査に出むいた。 Bizioと云う
人がこれは何か微生物が発生したのだと考えて彼は色々の実験をしてみた。今日我々が腐敗実
験として行っているように赤くなった“ Polenta" の一部を新鮮な“ Polenta"に移植して
みた所，その“ Polanta"は忽ち全面が赤くなった。彼は研究の結果を 1819年 Gazetta 
pri vilegia taに発表した。今日本菌を SerratiaBizioと呼ぶ所以であるO
以来 Serratiaの研究は細菌学の各万面に亘って進められ今日その文献は移し¥，、数に上って
いる その研究を類別すると， (1)その色素に関するもの， (2)変異に関するもの， (3) レチO
シンの分解に関するもの， (4)糖分解に関するもの， (5)食品細菌に関するもの， (6)紫外線
その他抵抗性に関するもの， (7)抗生物質産生に関するもの等であるO その外応用的の方面と
しては本菌の赤色コロニーの見分け易いことを利用して飛沫伝染の飛散距離測定に用し、られた
り， marcescensの菌体の小さい事を利用して施、過管の検定菌として使われたり，本菌の好気
性を利用して嫌気性菌と共棲させる嫌気培養 (Fortner法)に使用する等細菌を取扱う人達に
広く知られている所であるO さてしかし，その発見の由来が食品で、あるにも拘らず腐敗細菌と
してその意義が充分には明らかにされていなし、事情は著者らの不思議とする所で、あった。(そ
の理由の一部は著者の研究により，自然界に於ける分布の低いことで判明した)。
当研究所に於ては食品の腐敗細菌について系統的の研究を行っているが，ク。ラム陰性梓菌に
ついては既に Escherichia，Aerobacter，Proteus等について一応の検討を終ったので著者
は Enterobacteriaceaeの内 Serratiaについて食品腐敗細菌としての意義を明らかにする
為，分離，分布，分類， ~蔚:敗作用，生化学的性状，各種抵抗誠l験等について実験した結果いさ
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さか得る所があったのでここにその概要を記して大方の御批判を得たし、。
I.菌株の麗集 
Serratia属は一般に土壌，下水或は水産物より
分離されているので，検体を土壌，下水，魚介類，
海水等に求めた。分離方法は平板塗抹法と増菌法を
用いた。平板培養基としては普通プイヨシ寒天平板 
の外 Buntingmediumの愛法 (Glycerol10 g.， 
Ammonium citrate 5 g.K 2HP04・3H 20 10.0 g. 
MgS04 0.5 g.， NaCl 0.5 g. ferric ammonium 
citrate 0.05 g，Agar 20 g.，disti1ed water 1 L， 
pH 7.0)を使用した。増菌法には柳沢等の提唱する
S. S-Brothに Ethylviolet1万倍添加を採用し，
平板上に生じた桃色赤色集落を釣菌し，基礎的な性
状を検査した。 上記検体を四季に豆り約 1000件に
就て分離を実施したが，分離し得た菌株は魚介類か
ら12株と土壌及び下水から 9株の計 21株である。
斯様に Genusserratiaに属する菌株の分布は他の
腐敗細菌たる Proteus属， Achromobacter属，
Flavobacterium属， Pseudomonas属より遥かに
少いοFellersの鮭肉腐敗より分離した好気性無芽
胞色素形成細菌中ゼラヂン液化する菌株 61株より 
2株の Ser・ratiamarcescensを認めているが，過
半数は Pseudomonasに属してし、る。特別な例とし
ては Kossowiczは煉乳から木菌を分離している。
以上の分離菌株の他に当研究所保存中島株 (N)及
び東大農学部より分与を受けた 5株を加え合計 27
株を以て以下の知食に供した。使用菌株は第 1表に
示した。
第 1表蒐集菌株と由来
菌株|由来菌株l由来
51 419 下水魚 
70 420 下水魚 
93 431 下水魚 
442354 下水魚 
385 450 下水魚 
101 520下水 下水 
413 532下水 下水 
1の2 2の3 分譲株分譲株 
1の7 2の5 分譲株分譲株 
574 魚 
587 魚 
5K 魚 
5 魚 
7 魚 
10 魚 
YW 魚 
2の7 分譲株 
N 保存株 
1. 菌株の分類
供試菌株 27株を一応 Betgey'smanual (1948) 
に従って分類を試みた。この分類によ.ると Genus
serratiaは一般性状として好気性，グラム陰性，周 
固，消化
を来す，血清は溶解するとなってしる。 Speciesと
しては産生色素の溶解，葡萄糖よりの芳、ス産生，
Acethylmethylcarbinolの産生に重点がおかれて
し、る。分離株の形態，培養所見，生化学性状につい 
ての共通点を表示すると次表の如くである。 
毛性の小揮菌，急速なゼラチシ液化，硝酸塩の還元
を有し，赤色の集落を産生する。牛乳は'f
第 2表 27株の主なる共通一般f生状 
発育温度:27
0
C，37
0
Cでも発育するが色素産生不良
染色:グラム陰性樗菌 0.5~0.8 x1.0--1.5--2.0p:* 
平板:赤色円形集落
ゼ、ラチ y:'急速な漏斗状，層状溶解
プイヨシ:~園濁，管壁赤色輸，沈澄あり
馬鈴薯培地:発育，桃色~赤色集落
トリメチー ;1--アミ y
オキサイド還元:
ウレアー セ、、:
ホーゲス・プロス
カウエル反応:
硫化水素:
イシドーノL
硝酸塩還元
グエミ/酸ソー 〆
陽性 培地発育: 陽性
陰性 カゼイン氷解: 陽性 
制 l澱粧水解: 陰性
陽性|ヵタラ{ゼ: 陽性
陽性|メチーノレレッド: 陰性
陰性l牛乳: 凝固後消化
陽性 l血清溶解: 陽性
長 51，70は他の菌株より大
制 51，70，5Kのみ陰性 
1. 増殖の諸条件:
酸素要求度: 本菌は好気性であって黄燐燃焼法
による嫌気性培養では全菌株 24時間で発育を認め
ない。.
温度: 450Cの培養で、は発育を認、めなL、が 370C
においては全菌株の発育を認めた。この際に赤色々
素を認めたのは 450，520のみである。プイヨシでの
溜濁度及び色素の産生力から云えば 370~250C が最
適温度である。発育温度から考察すれば Bergey's 
manual (1948)には S. marcescens 及び S. 
" indicaは 370Cで Nogrowthと記載されている
ので，この点では著者の株は S.ki1ensisが最も当
てはまる菌種とレうことになる。然し Penderson 
u. Breed の記載では S.marcescens 及び S. 
indicaでも 370Cで発育しないことはないとなって
しる。本菌株の総ての実験は 27οCにおいて実施し
た。
水素イオ yの濃度:アルカリ性メジウムではpH 
9.6でも良好な発:育を認めた。酸性メジウムにおい
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ては pH4.0では全く発育せず， pH4.2に於て 354， た Smith醗酵管を用いて産生する芳、スの CO2，H 
pH 4.3てでは 51，93，354，385，520，5K，5，1の2， の比を検討した。その際にガス産生を認めた菌株は 
2の3，2の5の 10株 (37%)のみ発育した。 pH4.4 N，93，101の3株で，何れもの菌株も CO2が多く，
で全菌株の発育を認めた。 
2. 含水茨素分解能: 含水茨素分解能の検査は 
その分類学的位置より極めて大切である。実験で
Basikowの培地を用い (Peptonは武田ポリペプ 
トシ)，糖は 0.5%に添加した。実験に供した糖は
25種類で 270C培養20日間の観察をなした。
そのうち全菌株がし、づれも酸及びガスを産生しな
し、糖類はラクト一人ラフィノース，イヌリン，グ
リコーグユ/，ズノレヂット，デキストリ Yの6種であ
る。
分解して酸を産生する糖類はグノレコース，レヴュ
ロース，方、ラグトース，キシロース，アラピノース，
ラムノ{ス，マユノノ{ス，マルトース，シュグロー
Hは痕跡であった。 
3. 有機溶媒に於ける色素溶解: 有機溶媒によ
る色素溶解は Bergey'smanualによれば S.pis-
catorum vこ於てのみ水に可溶となっており，他の
菌種と区別する上で一応問題であるが著者の'易合全 
菌株ともその産生する色素はアルコール及びエーテ
ルには溶解することを示したが，水には溶解する菌
株を認、めなかった。 
4. 分類学的考察 
Serratia Bisioは Bisioが redchromogenic 
non-spore-forming bacteria に名づ、けた菌名で‘
あることはさきに述べた。その分類学的位置は A. 
Winslow (J.Bact. No. 3，171-229，1920)に従
ス，スタ{チ，デキストロ{ス，エスグリ Y，ザリ. うと Chromogenicbacteria (Chromobacteriae) 
シユ/，マンニ小-;1.-'，グリセロー;1.-，ソルピトーノ1-，
アドニトーノ1-，イノシト~71-，セルピオー スの 19種
である。 これら 19種の含水炭素のうち或る菌株に
よっては同時にガスを産生するものに次のものがあ
る。()内は菌株名。
グl1-コ{ス (93，5，1の2，1の7，2の3を除く全
菌株〉。
レヴュロース (N，70，354，385，413，420，431， 
に属してし、る。叉 Bergey'smanual (1948)によ
ると Fami1yEnterobacteriaceaeの TribeIT. 
Serratia Bergey， Breed and Murray，Genus 
1. Serratia Bisioとなっている。その S_peciesは 
5種類で泣く表の様た点により大別されている。
第 3表 Genus Serratiaの分類 
(Bergey's manual 1948) 
442，450，520，532，5K，1の2，2の3，2のめ。
l色雪葡萄間百語
ガ '1水溶 ユ/皮 
ガラクトース(lの 7)。
Ser・ratia marcescens 
Serratia indica 
十
十
シュクロース (413，420，442，574，5，7，10，YW， 
Serratia plymuthicum 十
lの7，2の3を除く全菌株〕。 Serratia ki1ehsis 十
デキストロース (93，520，587，5K，2の5)。 Serratia piscatorum トー
マユ/ニトー 71-(51，101，1の2)。
+十十
ソルビトール (51，385)。 著者の株の性状は第 2表に示す様に 27株の性状
。534)，' ，420，(354ザリシン 442 で特に異る点は糖類からのガス産生状況， Acethyl-
キシロース (450)0 methylcarbinolの産生，菌体の大さに就て 2，3の
ガス産生についてはグルコ一人ガラグトース等 問題があるだけてある。赤色~桃色の色素は水溶性
から比較的早くガスを産生するが，他の種では比較 でないので Bergey's manual ltこよれば著者の株は
的遅く，叉その量も少量である。然L数回に豆り実 S. piscatorum以外の菌種であることになるb葡
験をすると必ずしも常にガスを産生することはな 萄糖の分解による刃ス産生有無で 4菌種は二大別さ
く， Bactoの Phenolred carbohydrate broth れているが， 27株は葡萄糖及び他の糖の点より考察
を用いてグルコースとシュクロ{スの方、ス産生を検 すると何れもコゲスを産生することがある。この点と
討した際にはグルコ{スでは 1 の 2 株，シュグロ~ Voges-Proskawer反応或は発育温度から考えると
スも 5，10の2株が陽性であったが， これらは何れ 51，70，5K ぽ S. ki1ensis，他の菌株は総て S.
も前記一連の実験の際には Basikow培地でガス産 plymuthicumに属することになるo しかし分譲菌
生を認、めなかった菌株である。このことから刀、ス産 株はし、づれも Serratiamarcescensと称されてい
生はその際の状況により異ることを再確認した。ま るものであり，且つ本菌株で最も問題になる葡萄糖
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の分解ガス産生は先に記・した如く，必ずしも常にガ. 生理的食塩水をガラス板が常時湿潤している程度に
スを産生するとは限らぬ点である。 Serratiaのガ
ス産生問題については従来より論議されているとこ
ろ芦 Liboriusは嫌気状態で Peptonよりガスを
産生すると述べ， Scheurlinは Succinicacid茨
酸ソーダの化浮的作用によるガスが出ると主張して
いる。叉 He旺eranは Smith醗酵管で Na宮CO.1の
存在なくしてFもガスが産生することを認めている。
前 Penderson等は H-gas，CO2-gasの比で S. 
marcescensと S.indicaを鑑別していることな
どを考えると，或条件下では S.marcescens，S. 
indicaでもガスの産生が考えられる。この点から
考察すれば必ずしも葡萄糖よりガス産生の有無は絶
対的の分類標準にはならないと忠われる。然L反面
頻回の実験成績に於て常にはガスを認めない所から 
S. plymuthicum，S. ki1ensisとも判定しかねる。
特に S.plymuthicumは Lactoseを分解して酸，
ガスを産生するのであるが，木菌株は何れも Lac-
toseには愛化を認めないことから Lactoseの分解
は分類上極めて大切な糖であるので"これを重視す
れば一応本菌種は否定しても良いと考えられる。
以上の如く Voges-Proskawer陰性のこと iと，
菌体が比較的大であるということから 51，70，5K 
は Serratiakilensisとも云い得るが，これも葡萄
糖を分解して常にガスを産生していない点を考慮す
れば判定を下すことは明か無理である。叉 R.S. 
Breed及び Pendersonによると時には S.mar-
cescensでも陽性のことがあるとされてい石。以上
の様な観点，並びに一般分布の問題から考慮すれ
ば， S. marcescens或は S.indicaに属する菌株
であると考える方が妥当の様に推定する。 Breedの
研究ではこの両者の区別は Glucoseの H-gas， 
CO2-gasの比或は有無で決定されると云われてい
るが，私の 2，3の菌株では何れも H-g胞を認めて
しる。 27株の菌株の性状が比較的同ーの性状を有し
七おり，叉分譲菌株の S.marcescensと称される
ものとも同一である点を考慮、して，著者は 27株を 
S. marcescensとして取扱うことにした。 
111. 単独接種醸敵実験
実験方法: 蒐集菌株が如何なる食品?こ対しどの
程度の腐敗力を有するかを基礎的に研究するために
先ず一定条件下に於ける腐敗実験を行った。即ち各
種動物性及び植物性食品の可及的新鮮なものを求
め，これを一定個数或は適当の大きさに切ったもの
の一定量を玉付大試験管の中のガラス板上に載せ，
入れ高圧減菌，但し生1担肉の場合は生きた艇を昇末
水に浸し，外面をよく洗糠し，誠菌したメスで背部
を除去し皮膚面に沃度丁幾を塗布無菌箱中にて内部
の肉片を切り取り，これを 500倍稀釈ペニシリンG 
水溶液に浸した後取出し滅菌水でよく洗目産して上記
の如く大試験管に入れ高圧滅菌することな <，その
まL使用した。
斯様にして作られた材料に被検菌 27株の 24時間
培養したもの一白金耳を植え 270Cの勝卵器に入れ
て一定時間毎に官能検査及び pHの褒動によってそ
の腐敗力を検査した。官能検査による判定は各食品
特有の臭が消え軽度の腐敗臭を示したものを(十)，
稲食品が柔くなり強い腐敗臭を発して来た場合を
(-1十)，刺激臭を加えた場合を(柵〉とした。向腐敗
力判定の対照として当研究所保存菌 Pseudomonas 
schuyliki1liensis，Escherichia coliを用いた。
実験成績: 動物性食品として蛤，かに，鰹，牛 
肉，まぐろ，かまぼこの 6種，植物性食品としては
大豆，豆腐，甘薯，米飯の 4種を使用した。その総
括的な成績を先ず示すと第4表の如くである。蛋白
性食品では殆んど総ての菌株が比較的速な腐敗を示
し3日目， 5日目と強い腐敗臭を来し大腸菌と比較v
し腐敗度も強烈であった。唯かまぼζのみは腐敗の
進行が遅いものが多かった。 pHの状況より見ると
3日目の成績では動物性食品では全菌株に急速な 
pHの上昇がみられる。これは蛋白質の分解が急速 
であることを物語ってLる。向全体としてかまぼこ
での p.Hの上昇が低いのは澱粉分解によるためと推
定される。植物性食品に於ても大体同様であるが，
第 4表 各種目常食品の腐敗の進行状況(官官巨検査〉
数字は使用菌株27株中の該当株数を示す 
I 3 I 5 .1I経過日数 
~腐敗度 1 I 1 11 11 IートJ.'~ト町)'lA民I~+I-++十-tt十!ー十+十十件材料 "~J - T "1 iT llT I 
物性食植
煮蛤2健詰かに 
生鯉肉生'1
煮牛肉 
食煮まぐろ 
口口口 かまtまこ 
大 旦 
旦 腐 
甘 薯 
品米 飯 
11 16 
16 11 
27 
11 16 
27 
27 
25 2 
6 21 
27 
5 22 
2 25 
13 14 
4 23 
6 13 8 
6 21 
14 13 
1710 

3 24 

1 26 

3 24 

2 25 
5 22 
1 26 
2 2 23 
11 16 
10 17 
1 18 8 
7 20 
15 12 
27 
-354- 千葉医学会雑誌 第 31巻
の業績が発表されてしる。即ち Wasserzug(1888)， 略同様な程度に於て著明な腐敗力を持つことを知り 
Scheurlin (1896)， Hefferan (1903)， Bittger 得たので、あるが，化学的検査を試みるべく煮あじと 
(1900)，Eisenberg (1914)，Daddi (1932)，Reed 煮さばを検体として多数菌株に就て塩基性アンモニ 
甘薯のみがむしろ pHの下降したものが多L、。各種
食品に就て代表的な菌株の pHの消長をグラフで示
すど第 1図，第2図の如くなる。 
第 1図 No.385接種動物性食品の pHの消長 
pJl 
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。1 :i 5 7 H 11 日
第 2図 No.51及び No.442接種
動物性食品の pHの消長
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以上の成績から動物性食品で、は私共の実施した範
囲の食品に於て総て強い腐敗を起させ，叉植物性食
品では蛋白質のものでは pHは上昇し強い腐敗力を
示す。なお詳細な記載は別報に譲る。 
IV・各種食品に於る色棄の産生状況 
本菌種の色素産生の諸条件については極めて多く
(1937)~ Bunting (1939)等がある。併し本菌属に
汚染された食品が赤色を呈したことがこの菌の発見
の端絡になったものであるにも拘らず，その後は食
品上に於る色素の産生状況の検討は殆んどなし、。
そこで動物性及び植物性食品の惨出液(肉汁を作
ア窒素 (NH3-N)量を検討した。その結果強力な腐
敗力を有する菌株であることを再確認した後 27株
中の 2，3の菌株を用いて魚肉及び獣肉の腐敗過程に
於ける NH3"'N量の消長及びぺ戸バ{グロマトグラ
ムによる分析を行った。
る場合と同様の方法〉に寒天 2.0% vこ加えた平板寒
天を作り，それに各菌株の生理的食塩水浮遊液の 1
oseを劃線状に塗布して 270C培養して観察した。
その出現した集落は融合して単一集落の状況でな
く，集落は赤色の場合或は赤色と白色の混合の場合
等があるが，対照として Buntingmediumをおい
た。対照の Buntingmediumでは No.354，1の 
2には色素を形成しない。各種食品諺出液寒天で全
く桃色或は赤色の色素形成を見ない菌株は 419，1の 
2，354である。動物性食品では 1の7，5，7，16， 
YW，413が色素形成が不良である。植物性食品で
は2の3，574，587，5K，7，10，420菌株が不良であ
る。一般に赤色の色素形成は不良で桃色の菌株が多
し、。これは含水炭素を多く含有する場合には色素形
成が不良であるのではなし、かと思う。 Lかも蛋白質
を多く含有する大豆，小豆では比較的米，麦などよ
り色素形成がよし、。赤色々素を形成する傾向の強い
菌株は 93，520，532，574，431，450等である。色素
形成と食品別では主に動物性食品の方がよし、。
以上の成績は穆出液寒天上の集落の所見である
が，単独接種各種食品腐敗力検索に於ける色素形成
の状況は平板の場合と異り，比較的色調の強い赤色
を呈する場合が多い。食品上に於る 27株の色調の
分布を第 5表として示す。
第 5表食品に於ける産生色素の状況(数字は株数〉
色調¥食¥J1 製練品I 豆腐1ロ牛肉1まろくや1 米飯1蛤 1 大豆Jかに
黄色性
金属性赤色性 9 9 
赤色性 4 1 27 18 12 24 8 2 
褐色性 8 14 12 14 1 
桃色性 3 1 
白色性 5 2 2 
v.実験的寵敗に起る化学変牝の追跡 
Ser・ratia27株の各種金品に対する腐敗の影響は
以上の如くで，特に動物性食品に対しては各菌株共
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a.煮あじ: 先ず全菌株の NH3-N量による差異
の知何を検討する目的で本実験を実施した。背開き
にしたあじの肉を細切しこれを少量の食塩水を添加
したコルペンの中で高圧被菌しこれに全菌株 27株
と対照として E.coli (中島株〉の各々一定菌量の 
付1¥浮遊液を注加し良く振翠肉の表面に洩れなく菌が
着する如く処理し，とれを直径 2.5寸深さ 3寸の深
型シャ{レの底に約 1cm高の金属網を固定させ，
その下に水分を充分に加え，その網の上に菌付をし
た検体を載せ， 270Cで 30時間おいたものの pHと 
NH3-N量を測定した処第3図の如き相関図を得た。
即ち pHの高いものは NHrN量も高く ，NHrN 
量が 30mg以下のものは大腸菌のみで Serratiaに
はなく， 50mg以上が約 70%を占め，全菌株の NH3・ 
N量の平均値は 85.2mgであった。叉この場合興味
あることは肉質が赤色斐色したものが一般に NH3-
N量も高い傾向を示したことであるο併し色素形成
をしない菌株でも可成り NH;rN量が高いものもあ
るので色素形成と腐敗力とは必ずLも相関するとい
うことは云いきれなし、。
第 3図 Serratia接種煮あじ腐敗資料の 
pHとNHrNの関係 
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第 6表 Serratia接種煮さば腐敗物の pHと 
NH;rN量 (270C 48時間コ
菌株名|1PH lk(TIEXJMITT菌株名ipH lN(Hm3g-N94量E主 〉 
N 7.2 174.3 385 $.6 146.3 
51 7.4 167.2 101 8.0 227.5 
70 7.4 174.2 413 8.0 143.5 
93 8.6 419 8.2220.3 153.3 
420354 8.8 177.0 8.0 158.2 
c.煮すみいか: 93，354の2株につき煮、すみい 
かを材料として pH及び NH3-N量を時間的に観察
した処第 4図の如き結果を得た。，24時間に於る pH
は 93では 7.0，354では 6.8，48時間で 93は8.8，354 
は7.6;72時間で 93は9.2，354は8.2で NH3-N量
の増加に平行してと昇してし、る。 この場合 93は赤
色々素の産生強<， 354 は~5jし、ものであったが，腐
敗力の差異と関係ありとは断じ得なし、。
第 4図 Serratia接種「すみいかJNH3-N量 
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E. ('oli o :24 ¥ 48 72 時間， 
6.0 7.0 8.0 9.0 pH 
d.煮挽き肉: 93，354につき→定時の官能検査， 
b.煮さば: 更に煮さばを検体として 10菌株 pH及び NH3-N量を測定し，特に 48時間のペーパ 
(N，51，70，93，354，385，101，413; 419，420)に就 グーロマトグラ可ムをとり， 0時に於るものとの比較
て270C保存48時間の NH;rN量を測定して，腐敗 を行った。 24'時間では pHは6.8で多少の異臭を感
力を測定してみたところ煮あじの場合と同じ様な成 じたが NH3-N量は大きな愛化は認めなし、。 48時
績を得た。その成績は第 6表の知くである。 聞では NHrN量の急激な上昇あり，pHは 93では
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7.4で刺激臭を混じた腐敗臭あり， 354では 7.2で可
成り強い腐敗臭を認めた。 72時間では共に強い刺激
臭あり pHも7.8となり NH3-N量の上昇と平行し
た。ペーバークロマトグラフィーによる分析は 93
についてのみ行った。即ち nー ブ?タノー ;1.-酷酸で一
次展開させフエノ{ノLで二次展開して呈色させ，ア
ミノ酸及びアミンの検出を行ったが， 0時に於ては
リヂン，ヒスチヂンのみで、あったが， 48時間ではチ
ロシン， ブエニーノLアラニユ/及びチスチンの外2個
の不明のスポットを認めた。 
e.煮まぐろ: 挽肉の場合と同様に実験し， 93， 
354共に 48時間で NH3-N量の急速な上昇を認め
た。 この時のペーパーグロマトグラムは 93につい
てのみ実施したが第5図の如く O時でヒスチギシ， 
Pヂンを検出したが， 48時間ではその他にグルコザ 
ミン，チロシン， Pアラニンを検出し，向不明のス
ポヅト 4個を認めた。 
第 5図 No.93接種煮まくやろ 270C48時間後
のペーパーグロマトグラフ 
(NH3・N，140mg，pH8.0) 
実験方法: 普通寒天に種々の濃度になる様に抗
菌性物質及び防腐剤を混和し全菌株 27株と対照と
して大腸菌を用い， 270Cで24時間の菌の発育の有
無により判定した。 
a.抗生物質: Chloromycetiri，Streptomycin， 
Terramycin，Aureomycin，Ilotycin，Penicilliri 
についての抵抗性を調べた。検定培地は pH7.0の
普通寒天を用い Agar streak methodを採用し
た。抗生物質の寒天に含有する稀釈濃度は 0.5，1.0， 
5.0，10，25，50，100，500各行ccとした。接種菌量
は10cc誠菌食塩水に 24時間培養の菌苔の浮遊液
を作り，その 1oseをもって塗布した。判定は 270 
C 24時間である。その成績を完全発育阻止濃度を
以て示すと第7表の如くである。、大腸菌に比して一
般に強い抵抗性を有するが， 唯 Streptomycinは
比較的強い発育阻止力あり， 1γImlでも発育を阻止
し得るもの 8株を数えた。倫 Penicillinは 100γ/ 
mlで全菌株発育を示した。一般に特に抵抗の強い
と思われた菌株は N，450，532の3株であった。各
種抗生物質平板状に於て著明な赤色或はフグシシ様
色素集落を形成した菌株は Chloromycetin10株， 
Streptomycin 4株， Terramycin 11株， Aureo-
mycin 11株， Ilotycin 5株， Penicillin 7株であ
的@
… 一 ⑫
マ@
プタノ 
ル酷駿
った。全般的に N，93，450，5Kが赤色々素産生良
l 好であると云える。
第	 7表 Serratiaの各種抗生物質に対する
感受性の分布く27株中の株数を示す〉
FZ二1I%I¥三h三二慶1)j1株子¥数翌~生二発¥育阻 mミ 5 10 25 50 100 100く 
Chloromycetin 1 7 6 13 
Streptomycin 8 10 5 4 
Terramycin 1 3 5 9 9 
Aureomycin 1 2 9 7 8 
Ilotycin 3 7 11 6 
¢えスチヂシ⑫ 
~~ ? 
⑫ー :I.J"'}ミy 
.~ ? ⑫ 一  
調←一ー ヌェ;メ戸}v 
以上の様に Serratiaは一般に蛋白質分解力が強
くJ換言すれば腐敗力の強い菌群であると云い得る。
VI. 各種抗菌性物質並びに防費剤
に対すQ抵抗性
腐敗力の強い Serratia増殖防止と云う意味で種
々抵抗性の分布を調べたが，各種抗菌性物質及び防
腐剤については菌株によって多少の差異は認められ
るが一般に強い抵抗性をもっている。
b.防腐剤: 防腐剤としてはフテン誘導体たる 
Furacin (5-nitro-2 furaldehyde semicarbazo-
ne)，Panazon(Bis-(5-nitro-furfurylidene)-ace-
toneguanylhydrazone hydrochlorideJ，Z-:-furan 
(5-nitroー2-furylacrylicamid)について実施した。
実験方法は抗生物質の場合と同様である。唯稀釈濃
度は 1万， 5万， 10万， 20万各稀釈濃度とした。 
Furacinに対しては全株が 1万×稀釈で阻止され， 
Panazon Vこ対しては 3株が 5万×稀釈で阻止され
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た以以、外は 1万xJ以j共、下であり z-釦 3に対してはuran-f白『屯、 Achromobacter，Pseudomona悶s等に比して腐敗
株が 1万x，l7株が 5万X， 叩O万×と云うよ口 7株が 1
うに，ブラユy誘導体ゐうちでで、は z-fu1イ句町ranに対し感江汀工 
受性が高い様である。
VII. 熱，砂糖及び食盤に対する抵抗性
a.熱抵抗試験: 普通プイヨン中で、 270C24時間
増菌したものを恒温槽で 550C，600C，700Cで夫々
一定時間加熱の上急冷却し，その 1oseを新しし、普 
通プイヨンに移植し， 270C 48時間後にその溺濁に
より発育の有無を調べた。 700C5分で発育する菌
株を認めず，熱に対しては一般に抵抗が弱し、ことを 
示した。半沢等は鱈肉の鱗詰より Bact.prodi-
giosumを検出してレるので，時には熱抵抗の強い 
菌株もあることが考えられる。 60010'で発育するも 
の7株 (N，442，520，532，574，7，2の7)，55060' 
で発許するもの 2株 (7，2のりがあった。
b.宵温環境に於る発育試験: 270C 24時間培養
の 1oseを普通プイヨシに接種， 400Cの舶卵器に入
れて約2週間その発育の状況を観察したが，全菌株
共遂に潤濁を認めなかった。
B. T. B. 1<， Pepton 7食塩に対する抵抗性:c.
細菌として比重の軽し
の分類の規準になつている Vo略ge白s 汰Proskauer反
応，合水茨素の分解，ガス産生，発育温度，菌の大き 
さ等は本菌の~異し易い性質の為に屡々 variable 
となり speciationに困難を来すことは研究者の等
しく認める所であるが著者の研究に於ても type
speciesである Serratiamarcescensか.ら他の菌
種を確実に区別する事ができなかったので一応全体
を Ser・ratiamarcescens とした。{也日各菌種の
strainを入手してから再検討してみたいと思う。
文献によれば本菌は Protease，Gelatinase，Ere-
psin，Tryptase，Nuclease，Coaglase，Amylase， 
Lecithinase，Deaminase等の酵素を有する事が
知られており，その生化学的作用は活穫である。著
者が動物性，植物性食品に本菌を単独接種して増殖 
させた場合にみられた基質の恋化は蛋白質の分解で
あり，このことは pH値の推移， NH3-Nの定量，
，くーバーグロマトグラムによるアミノ酸の検出によ
って示された。この場合本属に特異的と忠われた事: 
は被検菌株が一斉に強い蛋白分解力を示して，菌株
加 0.5%Glucoseで pH7.0にしたものに食塩を 3， による著しい差異がなかった事である。この点は 
5，7，10各%の割合に夫々加え，被検菌株27株の 
懸潤液より 1oseを夫々 移植ー し 270Cで 3日間観察
した。 7%では 3日後 7株 (N，51，354，385，101， 
419，532，5K)に発育を認めたが， 10%では何れも
発育を示さなかった。しかし:塩蔵魚の赤笈原因菌と 
して Harrisonは塩鱈， Gibsonは塩蔵魚に Ser-
ratia salinariaを認めてレる。塩蔵魚の食塩濃皮
は20%以上と考えられるので，分離菌株に於て斯
様なことが生ずるか否かは疑問である。
Escherichia，Aerogenes，Proteus等主明白に異
るところである。食品別による腐敗力の差異も他の
菌程には認められず，糖類を含む食品では一旦酸性 
となりアルカリ転移を示すこと Proteus， Aero 
bacterと同じ傾向を示している。 これらの事は本
菌の分布が小さいにも拘らず腐敗細菌としての重要 
性を示唆するものである。
著者は本菌の色素産生については各種食品そのも
のに就いて実験した。一般的にいってその食品の種 
d.震糖に対する抵抗性: B. '1'.B.力UPepton 71< 類を問わず食品|二に増殖した場合は強い赤色菌苔を 
(pH 7.0)の培地に震糖を 30，40，50，60各%の割
合に夫々加え，全菌株27株の 1oseを蹴菌生理食塩
水にとり懸濁液を作り，その 1oseを夫々移植し 27
。Cで 3日間観察したが，可成強い抵抗性を示L，
60%でも向薯明な発育を示すもの 2株 (70，419)， 
僅かに発育するもの 18株を数えた。
考 察 
Serratia J属は所謂 Saprophytesとして自然界
にごくありふれた bacteriaとされているが，食
品，土壌，水等の自然物に於ける populationは意
外に少いものである。このことは著者が分離資料 
1000件から僅かに 21株しか蒐集できなかったこと 
示し，その色調は黄色から褐色，桃色に及ぶ。米飯
に於ても 18株が赤色を呈したことは Polantaに於
けるそれを思わせるものがある。併し僅か乍ら白色
の増殖を示すものがあり，この様な場合は Pender-
son等の云う様に Aerobacterとの区別が困難に
なるであろう。本菌属の外界諸条件に対する抵抗力
は古くから調べられており，判然とその特徴を現す
ことで興味を持たれてしる。熱に対し抵抗力の弱し、
事は Leete'smethodとして PasteurisatIonの 
効果判定の試験菌として利用できる程であり，著者
の27株についての実験でも therinaldeath point 
のf尽く'菌株差異の少いことを証明している。薬剤に
からも推定できる。この事実は先ず第ーに Proteus， 対して一般に抵抗力の強いことが知られているが各
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種防腐剤，抗生物質に対して一般的に強い抵抗を示 反するものであった。発育 pH域が起始 pH4.2で
しでしる。唯 Streptomycinに対して 1r/ccで発 10株が発育し， pH 4.4で全株が発育した事も本菌
育が阻止される株が8株あった事は実験前の予想に の特徴と見倣されてよいであろう。
総 括
著者は Serratia属の腐敗細菌としての意義を明らかにするため本研究を行レ次の如き成果
を得fこ。 
1. 普通ブイヨン寒天平板， Bunting mediumを用い魚介類，土壌，水等 1000件の資料
より Serratiaの分離を試み魚介類から 12株，土壌，下水から 9株計 21株を蒐集し得7こ。一
般には自然界に於ける本菌の分布が極めて低いものである事が確認された。 この 21株に分譲
株 6株を加え 27株を実験に供した。 
2. 全株について形態，培養所見を詳査したがゼラチン液化，硫化水素産生，牛乳消化，血
清溶解，カゼイン水解等の Proteolyticの作用は全株共陽性であった。菌株により所見を異
にした点は菌形， v. P反応，糖の分解等で、あった。 
3. 糖の分解，ガスの産生は variableであり菌形も亦変異し易く Voges Proska uer反
応との関連で全菌株を分類することは困難であり， type speciesである Serratia marcesc-
ensから他の菌種を区別する事が不自然と考えられる菌株が多かったので著者は一応全株を 
s. marcescensとして取扱った。 
4. 6種の動物性食品， 4種の植物性食品に本菌を単独接種して 270Cに保在し， pHの推移，
菌の増殖，基質の変化を肉眼的に観察した。蛋白性食品で、は全菌株が速に増殖し pHは急速に
上昇し食品は速に腐敗してゆくのが見られた。澱粉質食品でも変敗は強く起るが甘藷では pH
値が下降した。 
5. 魚肉に各菌株を接種して腐敗させ，生ずる NH.'l-Nを定量した。全菌株共 NH-N量は.'l
多く強い蛋白分解作用が認められた。この作用は全株一様で、あって他の腐敗細菌の如き菌株に
よる著明な差異が無し、。本菌の腐敗菌としての特徴であるO 
6. Serratiaの赤色々素については古くから幾多の研究があるが著者は腐敗に関連して食
品上での色素産生を検討した。食品穆出液寒天上では一般に蛋白性食品では赤~桃色系の色素
が産生されるが含水炭素の多い食品で、は色素産生の程度が不良であった。しかし食品そのもの
に接種した場合は，一様に赤色々素の産生は良好で白色菌苔を呈したものは僅かに 9例で、あっ 
7こ。 
7. 本菌は熱に対する抵抗は弱く Pasteurisationにより全菌株が死滅する。叉 400C培養
で増殖する株はなかった。 
8. 防腐剤，抗生物質に対しては強い抵抗力を示したが Streptomycinに対しては 1γ/cc併
で阻止される株が 8株あった。 
9. 10%以上の食塩培地で増殖する耐塩菌株はなく， 藤糖には 60%濃度で発育する株が相
当あった。
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10.発育 pH域は低く pH4.2で 4株が， pH 4.4で全株が発育し本菌の特徴を示した。
本研究は相磯教援の文部省科学研究費「食品腐敗細菌の蒐集，分類，保存に関する研究jの補
助によって実施したものである。此処に記して謝意を表する。命本研究の概要は昭和 30年 4月
第 10回日本衛生学会に於て発表した。
稿を終るに当り恩師相磯教授の御指導御校閲に深甚なる感謝の意を表し，常々御指導御鞭捷を
賜わった柳沢教授に厚く謝意を表する。
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